
 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３年１０月に開催される「エコツーリズム国際大会２０１３in鳥取」を知ってもらい、エコツーリ

ズムへの関心を持ってもらえるよう、昨年１２月に開設したクリエイター育成ラーニングスタジオ「デジタ

ルハリウッドＳＴＵＤＩＯ米子」の受講生のみなさんにロゴマークの作成を依頼し、地域ぐるみでエコツー

リズムの推進に取り組んでいるところです。 

このたび、受講生さんによるロゴマーク（案）のプレゼンテーション及び審査会を下記のとおり開催し、

本大会ロゴマークを決定します。 

記 

１ プレゼンテーション及び審査会 

（１）日    時  １月２９日（火）午後２時３０分から 

（２）場    所  デジタルハリウッドSTUDIO米子（米子市角盤町１丁目 中海テレビ内）  

（３）内    容  プレゼンテーション ９案（５分～８分程度／１人） 

           質疑応答、審査結果発表 

（４）審査員          

エコツーリズム国際大会２０１３in鳥取実行委員会 

会 長 足立敏雄（あだち としお）氏（一般社団法人大山観光局代表理事【審査員長】） 

副会長 柴野 憲史（しばの のりふみ）氏（大山・中海エコツーリズム協議会長） 

 副会長 石村 隆男（いしむら たかお）氏（NPO法人大山中海観光推進機構理事長） 

株式会社ナウイデザイン 代 表 東條 勝弘（とうじょう かつひろ）氏 ほか 

 

２ エコツーリズム国際大会２０１３in鳥取について  

※詳しくは、ホームページ「DAISEN WONDER」をご覧ください。 

（１） 開催期間   平成２５年１０月１９日（土）～２１日（月） ３日間 

（２） 主  会  場   米子コンベンションセンター（米子市末広町２９４） 

（３） 概   要   国内外のエコツアー関係者が集い、鳥取県の自然、歴史、文化などに触れる『とっ

とりらしい体験観光「住まうように旅する」エコツーリズム』についての講演、エ

クスカーションなどを実施します。 

ア）テ  ー  マ 「森・里・海」水の連環と人々の営み 

イ）日   程  １９（土） 基調講演、トークセッション、交流会  

          ２０（日） エクスカーションコース（県内のエコツアーコース体験）、交流会 

        ２１（月） 分科会、大会総括  

（４）主   催    「エコツーリズム国際大会2013 in鳥取」実行委員会 

（５） 共   催    ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会（ＪＥＳ） 

（６）そ の 他     一般の方もお申し込みいただけます。（申込受付開始：５月予定） 

 

 

 

 

 

 

資 料 提 供 

平成２５年１月２３日 

担当課 

（担当者） 

エコツーリズム国際大会 

２０１３in鳥取実行委員会 

事務局 (担当：森下) 

西部総合事務所県民局 

大山中海観光課 

（担当：角井） 

電 話 0859-35-6785 0859-31-9709 

＜エコツーリズムとは＞  

自然・歴史・文化など地域固有の資源を生かした観光を成立させ、同時に資源が損なわれることがないよう、適切な管理に基

づく保護・保全を図ることです。エコツーリズムの推進により、資源の保護、観光業の成立、地域振興の融合をめざし、旅行者

に魅力的な地域資源とのふれあいの機会が永続的に提供され、地域の暮らしが安定し、資源が守られていくことを目的としてい

ます。 

＜エコツーリズム国際大会とは＞ 

2000 年よりエコツーリズムを推進する団体や研究者が集い、各地の事例報告、講演及び観光地などを巡る「エコツアー」な

どを行う大会が実施されており、国内では、福島県(2001年）と沖縄県（2002年）で国際大会が開催されました。 

※鳥取県政記者クラブにも資料提供しています 



 

 

 


